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はじめに

　今日の地域社会は、少子高齢化、核家族化の進行、さらには共働き

の増加などにより、地域の連帯意識の希薄化が顕著となり、これによ

る地域力の低下が子育てや高齢者支援など地域福祉の推進に大きな影

響を及ぼしています。

　一方、高齢化が全国推計より５年から１０年早く進む本市において

も、多くの方が将来への不安を抱えておられ、住み慣れた地域で安心

して生活を送るために、地域福祉活動への期待がますます高まってお

ります。

こうした状況の中で、本市の地域福祉活動の中核を担う社会福祉協議会と、お互いに連携

しながら、絆のある地域社会づくりを進めていくため、この度、従来本市が策定していた地

域福祉計画と社会福祉協議会が策定する地域福祉活動計画を一体的に策定することといたし

ました。

本計画では、本市独自の「おっぱい都市宣言」や「安全・安心都市宣言」の理念を踏まえ

るとともに、行政サービスによる ｢ 公助 ｣ には、一定の限界が指摘される中、地域や住民が

自らの努力で課題を解決する ｢ 自助 ｣ をはじめ、「互助」や「共助」といった機能を活かし、

さらに、「対話」を通じて、やさしさあふれる「有縁社会」を築いていくことを基本的な視

点としております。

今後は、本計画に基づき、地域住民の皆様や関係諸団体との連携・協働により、地域福祉

活動の積極的な推進に努め、市民生活のあらゆる分野で、市民一人ひとりが『幸せ』や『満足』

を実感していただくために、「スピード」と「効率性」をもって、“共に支えあう　やさしさ

あふれる福祉のまちづくり”を進めてまいりますので、一層のご理解とご協力をお願い申し

上げます。

終わりに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見をいただきました光市地域福祉計画・光

市地域福祉活動計画策定等市民懇話会の皆さんをはじめ、市民アンケート等にご協力いただ

いた市民の方々並びに関係各位に、心よりお礼申し上げます。

平成２４年（２０１２年）３月

光市長　市　川　　　熙 　



昨年 3 月 11日 に発生し、約 2 万人に迫る死者行方不明者を出した

東日本大震災から早くも 1 年が経過しました。この未曾有の大震災が、

地域における人と人との絆の大切さを私たちに再認識させてくれるこ

とになりました。

そして、更に、地域が抱える課題は何か、支えあいの仕組みをどう

構築していくのかという問いを私たちに突き付け、防災、介護、医療、

福祉、教育など地域の重要課題に真剣に取り組むチャンスを与えてく

れたようにも思います。

　少子高齢化が加速するなかで、市民一人ひとりが身近な福祉課題に関心を寄せることの大

切さを実感します。個人を尊重するあまり、他人への関心と理解を放棄した現代社会は、人々

の心を蝕み、共に生きる喜びを奪ってしまっているように思われます。

　こうした時、私は、かつて日常生活の中で自然に使われていた「お互い様」という言葉を

想起します。「困ったときはお互い様ですよ」と、隣近所で声を掛け合い、助けられたり助

けたりの温かい人間関係やご近所づきあいの良さを取り戻すことが必要ではないでしょう

か。

　さて、本計画の策定にあたり行ったアンケートからは、光市社会福祉協議会の活動をよく

ご存知ない方が多いということを知ることができました。このため、光市社会福祉協議会は、

市内 8 地区に設置された各地区社会福祉協議会としっかりスクラムを組むことは勿論、民生

委員児童委員協議会や自治会・福祉関係団体・ボランティア連絡協議会等とも連携し、地域

の皆様に寄り添う身近な組織として、地域の主体的な活動を支援してまいります。そして、

小地域での、人と人との絆に根差した新たな助け合いの仕組みをつくり、「誰もが住み慣れ

た地域で、不安のない、幸福感のもてる生活」の実現を目指したいと考えています。

　このような私の想いを、『共に支えあう　やさしさあふれる福祉のまちづくり～無縁社会

から有縁社会へ～』を基本理念とする第 2 期地域福祉活動計画の中に具現化していただきま

した。

　本計画は、第 1 期計画を継承するとともに、行政との一体化を図った計画として、平成

24 年度からの 5 年間での目標達成に向けて、様々な事業と施策を展開していきます。また、

光市の福祉理念のもとで、市民の皆様と連携・協働し、それぞれの役割を担っていただくこ

ととしております。

　本計画の遂行にあたり、行政のパートナーとの認識のもとに、本計画に基づくより質の高

いサービスを提供し、一層の地域福祉の向上と推進に取り組んでまいります。

　平成２４年（２０１２年）３月

社会福祉法人　光市社会福祉協議会

会長　　西川　公博



　光市地域福祉計画・光市地域福祉活動計画策定等市民懇話会の会長

として、すべての市民が自分の住んでいる地域で安心して生活できる

ことを目指し、市民相互の支え合いのシステム化や福祉サービスの総

合化を目的に、昨年 8 月から 4 回の懇話会を開催して本計画をまとめ

ました。

　懇話会の委員は 19 人で、地域福祉活動関係者、地区・公民館関係者、

ボランティア関係者、学識経験者、行政関係者で構成されており、今

後も計画の進行管理について、確認・評価の業務を担うことになって

おります。

懇話会におきましては、初回に、各委員からそれぞれの立場で自由に意見を述べていただ

き、事務局にそれらを整理してもらい、続いての 3 回は、初回の各委員の意見や市民アンケー

ト結果等を反映させてまとめられた計画案について、できるだけ広範囲に様々な角度から、

各委員の積極的な意見をいただきました。

このたび策定した第 2 期計画の特徴は、これまで、市と市社会福祉協議会が別々に策定し

ていた計画を、目指すところは同じ地域福祉の推進であり、補完・補強しあう関係が望まれ

ることから、それぞれの第 1 期計画を踏襲しつつ、一体的な策定により 1 本化したことに

あります。

本計画の基本理念は、『共に支えあう　やさしさあふれる福祉のまちづくり～無縁社会か

ら有縁社会へ～』とし、計画体系としては、3 つの基本目標、9 つの活動目標、24 の実施

目標を掲げ、地域福祉を総合的に推進していくことにしております。

計画期間は、平成 24 年度から平成 28 年度までの 5 カ年としました。

実施目標ごとに、住民・地域、市社会福祉協議会、市のそれぞれの役割としての活動内容

を提示しております。

今日社会の福祉課題は、地域での連帯感の希薄化などが進み、制度の谷間にあって対応で

きない問題も生じるなど、従来の制度だけでは対応できない課題も多く生じてきており、地

域住民の主体的な参加なくして地域福祉の推進は実現できるものではありません。

こうした意味で、行政・社会福祉協議会を中心に、福祉関係団体、ボランティア、各地域組織、

そして市民一人ひとりがお互いに連携し、協働して、それぞれの役割を果たしつつ、本計画

の目標を一つひとつ達成していくことが肝要です。

私ども、市民懇話会委員一同、一日も早く『共に支えあう　やさしさあふれる福祉のまち

づくり』が実現できるよう切に願っております。

平成２４年（２０１２年）３月

光市地域福祉計画・光市地域福祉活動計画策定等市民懇話会

会長　増本　佳治
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